
Ⅳ.医療費データ

1.特定健診の受診有無と生活習慣病治療にかかっているお金

平成 25年度

平成 30年度

出典：国保データベースシステム

・健診未受診者の生活習慣病治療費は受診者に比べて高い状況です。平成25年度は健診受診

者の約1.6倍でしたが、平成 30年度では約 3.6 倍まで差が広がってきています。健診を受診す

ることで、生活習慣病が重症化することなく治療できていることが予想されます。



Ⅴ.介護状況

１.何の疾患で介護保険を受けているか

※基礎疾患のうち、糖尿病については、糖尿病の合併症（網膜症・神経障害・腎症）も含む

出典：国保データベースシステム(平成30年度)

・介護保険を受けている方の有病状況は、１号認定・２号認定ともに血管疾患の方が最も多く、８

割から９割を占めている状況です。その中でも高血圧が最も多い状況で、75歳以上の方では

85％の方が高血圧を患っています。

　高血圧をはじめとする生活習慣病は予防できるものが多く、重症化すると脳卒中や虚血性心疾

患を発症するリスクが上がります。生活習慣病の発症・重傷化を予防することが、介護予防にも

つながっていきます。




